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特集◐ 町内製造業の今を考える

応援します！
頑張る町内製造業

　「工業の振興｣「就労の場の確保｣を考えたとき、これま

では、外からの｢企業誘致｣ということが目立っていました。

しかし、いくら企業（事業所）を誘致したとしても、現在

町内にある企業が衰退、もしくは撤退しては、町全体とし

て、その効果が半減してしまいます。

　その意味で、今ある企業が今後もしっかりと町に根を下

ろし、町民みんなでその維持発展を応援していくことが重

要と考えられます

　今回の特集では、現在朝日町で操業する９つの製造業事

業所を個別に取上げ、その概要を紹介するとともに、現在

の町内製造業を取り巻く環境についてお知らせいたします。

　

は
じ
め
に
、
町
全
体
の
産
業
や
、
工

業
・
製
造
業
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
つ
い

て
確
認
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
産
業
別
の
就
業
人
口(

図
１)

に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
当
町
に
お
い

て
は
、
昭
和
以
降
、
り
ん
ご
を
基
幹
産

業
と
す
る
町
全
体
の
取
組
み
も
あ
り
、

第
１
次
産
業(

農
林
水
産
業)

が
最
も
多

く
推
移
し
て
き
ま
し
た
。
次
い
で
第
２

次(

鉱
工
業)

、
第
３
次
産
業(

商
業
・
運

町
内
の
製
造
業
を
取
り
巻
く

環
境
…
著
し
い
減
少
傾
向

株式会社 アサヒ技研
ホームページ　http://www.a-giken.net/
【従業員…１８人】　　　　　☎６７-２４６７

町内１５人 町外３人

【事業所で製造する製品】
　メッキ・塗装・熱処理用治具、ステンレス・ア
　ルミ・銅等各種溶接　全般、メタルアート（オ
　ブジェ・照明・ディスプレイ用）
【取引先・受注先企業】
　スズキハイテック(株)、荒木塗装工業(株)、東
　亜メッキ(株)　等
【ＰＲポイント等】
　県内唯一の表面処理
　治具製造メーカー。
　「自分のがんばりが
　自分に帰ってくる会
　社」をモットーに、
　社員一丸となってが
　んばります。

各種金属の表面処理用治具（金属を
表面加工用の液体に浸す際の器具）

株式会社 朝日相扶製作所
ホームページ　http://www.asahi-sofu.co.jp/
【従業員…１５６人】　　　　☎６７-２００２

町内８１人 町外７５人

【事業所で製造する製品】
　家具（イス、テーブル、ソファ、ベッド)
【取引先・受注先企業】
　アルフレックスジャパン、岡村製作所、エーデ
　ィコア・ディバイス　等
【ＰＲポイント等】
　私達の作る商品はすべてお客様(取引先)のブラ
　ンドネームで販売され、皇室をはじめ、有名芸
　能人やスポーツ選手にもご愛顧いただいています。
　モノづくりに関しては、お客様のどんなご要望に
　も応えられるよう万全を尽くしています。

高
級
家
具

【図１：朝日町の産業別就業人口】

治具の一種

※各年10月１日現在、出典：国勢調査
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輸
通
信
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
等)

の
順
で
し

た
が
、
就
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
平

成
７
年
を
境
に
逆
転
。
近
年
は
第
３
次

産
業
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
工
業
に
関
す
る
デ
ー

タ(

図
２
～
４)

を
見
る
と
、
事
業
所
数
、

従
業
員
数
、
工
業
製
品
出
荷
額
、
と
も

に
ピ
ー
ク
時
と
比
較
し
て
、
著
し
い
減

少
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
主
な
原
因
と
し
て
は
、
以
前
町

内
に
も
多
数
存
在
し
た
縫
製
工
場
等
が

相
次
い
で
閉
鎖
し
た
こ
と
や
、
大
企
業

の
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
に
伴
う
、
製

造
業
全
体
の
国
内
需
要
の
減
が
影
響
し

て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
「
デ
ー
タ
」
だ
け
を

見
て
み
る
と
、
悲
観
的
に
な
り
が
ち
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
に
巷

ち
ま
た

で
は
「
朝
日

町
に
は
働
く
場
が
な
い｣

と
い
う
こ
と
が

言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
皆
さ
ん
も
耳

に
し
た
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
発
言
が
あ
る
一

方
で
、
近
年
は
別
の
課
題
も
発
生
し
て

き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
町
内
企
業
に

町
内
の
方
が
就
職
し
て
く
れ
な
い
」
と

い
っ
た
こ
と
。
「
朝
日
町
に
事
業
所
を

置
く
以
上
、
で
き
れ
ば
、
町
内
か
ら
人

材
を
確
保
し
た
い
」
と
い
う
の
が
経
営

者
の
本
音
。
そ
う
し
た
意
味
で
雇
用
者
・

被
雇
用
者
間
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
（
す
れ
違

い
）
が
起
き
て
い
ま
す
。

｢

町
内
に
は
働
く
場
が
な
い｣

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
…

株式会社 ニクニ アサヒ工場
ホームページ　http://www.asahinikuni.jp/
【従業員…９９人】　　　　　☎６７-３４１１

町内６５人 町外３４人

【事業所で製造する製品】
　ポンプ及びポンプ応用装置、カメラ用部品等
【取引先・受注先企業】
　シャープ、ユアサ商事、ニコン　等
【ＰＲポイント等】
　水や油など様々な流体の圧送や液晶画面製造工
　場(シャープ亀山工場など)での洗浄工程に使用
　されるなど各種産業界
　で幅広く使用されてい
　る同社のポンプ。また、
　(株)ニクニは中小企業
　庁により2007年度日本
　の活力を支える元気な
　モノづくり中小企業300
　社に選定されています。

ポンプ

【図４：事業所数】 【図３：従業員数】 【図２：工業製品出荷額】

株式会社 マツムラ山形工場
ホームページ　http://www.matumurayamagata.co.jp/
【従業員…２５人】　　　　　☎６７-２４６１

町内２０人 町外５人

【事業所で製造する製品】
　業務用プレハブ冷蔵（冷凍）庫、大手住宅メー
　カー向けバルコニー手すり
【取引先・受注先企業】
　日本化学産業(株)、金子農機(株)、町内外の農家等
【ＰＲポイント等】
　サビに強く、加工しやすい特殊な鉄板（スーパー
　ダイマ／新日鉄）を扱うことができる「スーパー
　ダイマクラブ」の県内唯一（東北でも４社）の
　メンバーとして、他企業との差別化を図ってい
　ます。他にもサクランボ等を採れたての鮮度の

まま、約45日間保つことができ
る「ポイントワープ冷蔵庫」も
開発。当事業所が直接製造・販
売もしています。

業務用冷蔵庫
ポイントワープ冷蔵庫

※各年12月31日現在、出典：工業統計調査

朝日町の工業・事業所（４人以上）に関するデータ
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こ
こ
で
、
そ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
理
由
を

考
え
て
み
る
と
、
挙
げ
ら
れ
る
の
は
「
職

種
の
相
違
」
「
条
件
へ
の
不
満
」
や
「
都

市
部
へ
の
憧
れ
」
な
ど
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
他
の
理
由
の
一
つ
と
し

て
考
え
ら
れ
る
の
が
「
町
内
企
業
の
技
術

力
や
魅
力
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
」

「
町
の
人
が
町
の
企
業
に
関
心
が
な
い
」

と
い
っ
た
こ
と
。
そ
こ
で
、
今
回
、
町
広

報
委
員
会
で
は
、
町
内
企
業
の
魅
力
を
探

る
べ
く
、
現
在
町
内
で
操
業
さ
れ
て
い
る

製
造
業
の
事
業
所
９
社
に
対
し
、
ア
ン
ケ

ー
ト
と
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
。
そ
の
ほ

か
、
事
業
所
別
の
就
業
者
数
と
現
在
の
生

産
品
目
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
。

町
の
企
業
に
町
の
人
が
就
職

し
な
い
…
そ
の
理
由
と
は
？

株式会社 東北コーオン朝日工場
【従業員…５７人】　　　　　☎６７-３６２６

町内５１人 町外６人

【事業所で製造する製品】

　ＤⅤＤレンズ・ブルーレイディスク用レンズの

　検査、テプラ(シールテープ)用カートリッジの製造

【取引先・受注先企業】

　コニカミノルタオプトプロダクト、セイコー　

　エプソン、キングジム　等

【ＰＲポイント等】

　目に見えないほど小さなホコリも

　寄せ付けないクリーンルームを工

　場内に完備し、精密部品の検査を

　行う。IDK(伊藤電子：寒河江市)

　グループの一員として、開発製品

　も取入れていきたいと思います。

ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
用

レ
ン
ズ
の
検
査

株式会社 山形富士朝日工場
【従業員…１４人】　　　　　☎６７-３０７０

町内６人 町外８人

【事業所で製造する製品】

　各種コネクタ(電話回線用、パチ

　ンコ・パチスロマシン用等）

【取引先・受注先企業】

　(株)山形スリーエム

【ＰＲポイント等】

　現在、当社では主にＮＴＴアナロ

　グ回線用コネクタ及び、各種通信

　用コネクタの製造組立を行ってお

　ります。今後、パチスロの新機種

　（エヴァンゲリオン４）に使用さ

　れます。

電
気
・
電
子
通
信
用
コ
ネ
ク
タ

（
電
話
回
線
用
、
パ
チ
ン
コ
・
パ
チ
ス
ロ
マ
シ
ン
用
な
ど
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
は
２
ペ
ー

ジ
以
降
紹
介
し
て
い
る
と
お
り
で
す
が
、

多
く
で
感
じ
た
こ
と
が
、
各
事
業
所
そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
努
力
、
そ
し
て
創
意
・
工
夫
。

近
年
は
「
大
企
業
に
よ
る
生
産
拠
点
の
海

外
移
転
」
や
「
原
油
・
原
材
料
費
の
高
騰
」、

そ
し
て
「
年
々
厳
し
く
な
る
法
令
へ
の
対

処
」
な
ど
、
製
造
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

激
変
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
に
お
い
て
、

な
お
か
つ
立
地
に
関
し
て
は
決
し
て
恵
ま

れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
こ
の
朝
日
町
に

町
内
企
業
そ
れ
ぞ
れ
の
、

い
ろ
い
ろ
な
魅
力
を
発
見

諏訪孝司さん
（緑　町）

　青森市出身の諏訪さん。仙台での大学生活を経て、新庄市の家具メーカーに就

職。９年間勤務しましたが、平成10年、会社の事情で退社することになりました。

　そんな時、偶然出会った朝日相扶製作所の求人。「家具メーカーの中でも、朝

日相扶の名前は有名でした。中でも｢脚モノ｣とよばれる、机・椅子の技術の高さ

には特に定評があり、とても興味がありました。そんな思いから、新庄を離れる

決意を固め、平成11年１月から同社設計室に勤務。朝日町に住むことに。

　現在は、町内に住宅を新築し、奥さんと子どもの３人暮らし。「家の前に広が

る里山の景色が最高です。最近は、新緑が醸
かも

し出す『山のにおい』に、何とも言

えない心地よさを感じますね。充実した仕事と最高の住環境。そんな毎日に、と

ても満足しています」と語ってくれました。

青森発　仙台・新庄経由　朝日町行き
～朝日相扶の技術に憧れ、一大決心し朝日町へ～

クリーンルームでの精密作業各種コネクタ
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お
い
て
、
各
事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
高
い

技
術
力
を
駆
使
し
、
日
本
全
国
、
そ
し
て

世
界
に
幅
広
く
製
品
を
展
開
し
て
い
る
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
皇
室
ご
用
達
の
製
品
を

製
造
さ
れ
た
企
業
、
巷

ち
ま
た

の
最
先
端
技
術
に

携
わ
っ
て
い
る
企
業
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

あ
ふ
れ
る
企
業
な
ど
、
各
企
業
が
い
ろ
い

ろ
な
魅
力
を
兼
ね
備
え
て
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
業
界
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
従
業
員
に
関
し
て
も
「
町
内
の

方
が
少
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
裏
を
返

せ
ば
「
町
外
の
方
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
。

右
に
紹
介
し
た
諏
訪
さ
ん
の
よ
う
に
、
町

内
企
業
の
魅
力
に
ひ
か
れ
、
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
朝
日
町
に
転
入
、
そ
し
て
定
住
さ

れ
た
方
が
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

昨
日
ま
で
、
日
ご
ろ
何
気
な
く
前
を
通

り
過
ぎ
て
い
た
町
工
場
も
、
こ
う
し
て
そ

の
姿
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
あ
な
た
の
目

に
も
違
っ
た
よ
う
に
映
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
紹
介
し
た
の
は
、
す
べ
て
わ
た
し

た
ち
の
町
、
朝
日
町
の
事
業
所
。
わ
た
し

た
ち
の
そ
ば
で
、
こ
の
よ
う
な
魅
力
あ
る

事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
て
、
わ
た
し
た
ち

は
何
ら
か
の
形
で
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
魅
力
あ
る
企
業
を
わ
た
し
た

ち
の
町
の
地
元
企
業
と
し
て
、
町
民
み
ん

な
が
誇
り
を
持
ち
、
そ
の
維
持
発
展
を
応

援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

町
内
企
業
と
し
て
、
そ
の
維

持
発
展
を
応
援
し
て
い
こ
う

東亜メッキ 株式会社 朝日工場
【従業員…９人】　　　　　　☎６８-２７５５

町内５人 町外４人

【事業所で製造する製品】

　自動車部品、配電盤、包装機

　等の表面処理（メッキ加工）

【取引先・受注先企業】

　（株）丸秀、寺岡精工　等

【ＰＲポイント等】

　若い会社ですので、従業員の

　活気、やる気を尊重し、今後

　も発展を目指していきます。

　新規立地した企業として町民

　に親しまれる会社を目指しま

　す。工場見学もぜひどうぞ。

各
種
金
属
の
表
面
処
理

（
メ
ッ
キ
加
工
）

日東ベスト 株式会社 大谷工場
ホームページ(本社)　http://www.nittobest.co.jp/
【従業員…１０５人】　　　　☎６８-２３１１

町内５７人 町外４８人

【事業所で製造する製品】
　業務用冷凍食品…信田煮(油揚げの中に野菜具
　材をつめこんだもの)、デザート(クレープ等)、
　ハムカツ
【取引先・受注先企業】
　一般販売先は生協など。学校給食や外食産業、
　スーパーの惣菜コーナー等の業務用が主流です。
【ＰＲポイント等】
　食の安全に対する関心が非常に高
　くなっていますが、法令を遵守し、
　社会的倫理に則った企業活動を進
　め、安全な食品を提供します。

冷
凍
食
品

メッキ加工済みの製品

株式会社 渡辺精機
【従業員…１４人】　　　　　☎６８-２２４２

町内４人 町外１０人

【事業所で製造する製品】

　精密機器(眼底カメラ・内視鏡等医療機器のオー

　トフォーカス関連部品、測量機器用の視準器)

【取引先・受注先企業】

　トプコン、オリンパス

【ＰＲポイント等】

　今後、部品製造だけでなく、製品ユニットまで

付加価値を高めていく予定です。そのためにも高

品質な部品を製造していくことを目指しています。

精密機器

医療機器・測量機器用の精密機器 大型の機械も操る
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町政スポット
朝
日
中
で
職
業
講
話

中
学
生
の
就
労
体
験(

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
）
へ
の
第
一
歩　

　

中
学
生
の
職
業
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
今
後
実
施
さ
れ
る
「
キ
ャ
リ

ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
」
に
お

け
る
職
業
選
択
の
契
機
と
す
る
た
め

の
職
業
講
話

が
、
５
月
14

日
朝
日
中
２

年
生
（
82
人
）

を
対
象
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

情
報
通
信
・
介
護
・
福
祉
・
農
業
・

公
共
サ
ー
ビ
ス
等
様
々
な
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
町
民
の
方
々
８
人
が

講
師
。
生
徒
は
自
分
が
興
味
の
あ
る

分
野
を
選
択
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
師

の
実
体
験
に
基
づ
く
話
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。

　

仕
事
を
す
る
上
で
最
も
大
切
な
こ

と
と
し
て
、
多
く
の
講
師
の
方
々
が

伝
え
て
い
た
の
は
「
あ
い
さ
つ
」
や

「
職
場
で
の

人
間
関
係
」
。

講
師
の
一
人

は
「
助
け
合

え
る
職
場
環

境
が
最
も
大

切
。
今
回
の

就
労
体
験
や

日
々
の
学
校

生
活
の
中
で
、

そ
う
し
た
こ

と
を
学
ん
で

ほ
し
い
」
と

伝
え
ま
し
た
。

白
鷹
・
朝
日
・
大
江
広
域
観
光
推
進
協
議
会
が
発
足

７
月
27
日
に
３
町
合
同
で
「
最
上
川
五
百
川
峡
谷
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催　

　

最
上
川
の
中
で
も
特
に
景
観
の
優

れ
た｢

五
百
川
峡
谷
」
を
擁
す
る
、
白

鷹
・
朝
日
・
大
江
の
３
町
。
そ
の
３

町
が
連
携
し
て
広
域
的
に
観
光
交
流

を
進
め
、
産
業
の
発
展
、
地
域
振
興

を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る

｢

白
鷹
・
朝
日
・
大
江
広
域
観
光
推
進

協
議
会(

会
長
…
鈴
木
浩
幸
朝
日
町

長)

」
が
６
月
６
日
創
遊
館
で
開
催

さ
れ
た
同
設
立
総
会
で
発
足
。
各
首

長
が
互
い
に
手
を
取
り
合
っ
て
今
後

の
連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

山
形
県
に
よ
る｢

最
上
川
の
文
化
的

景
観
」
の
世
界
遺
産
登
録
運
動
が
大

き
な
話
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
報
道
機
関
が
取
材
。
会

長
に
就
任
し
た
鈴
木
町
長
は
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
対
し
「(
大
江
・
朝
日
間

は
も
と
よ
り)

広
域
行
政
圏
を
超
え

た
白
鷹
町
と
連
携
し
た
活
動
と
な
る
。

具
体
的
な
内
容
は
こ
れ
か
ら
模
索
し

て
い
く
部
分
も
あ
る
が
、(

最
上
川

を
軸
と
す
る)

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
新
た
な
連
携
が
、
新
た
な
観
光
や

地
域
振
興
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思

っ
て
い
る
。
世
界
遺
産
登
録
に
関
し

て
も
、
県
が
主
体
だ
が
、
市
町
村

各
々
の
活
動
も
大
事
。
今
回
の
取
り

組
み
が
い
い
方
向
に
つ
な
が
っ
て
い

け
ば
…
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
３
町
が
連
携
す
る
初
め

て
の
事
業
と
な
る
「
最
上
川
五
百
川

峡
谷
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
７
月
27
日
開

催
予
定
）
」
の
第
１
回
実
行
委
員
会

が
関
係
機
関
16
団
体
の
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
、
内
容
や
日
程
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

子供たちの安全を見守る地域の目　西五百川小で「子供見守り隊」の顔合わせ会
　５月19日、西五百川小学校で｢子ども見守り隊｣

と児童との対面式が行われました。

　校長から「子ども見守り隊」について結成の経

過や目的が説明され、今年度協力していただく地

域ボランティア

38人の方々が紹

介されました。

　この後見守り

隊を代表し、宮

本建一地域学校

安全指導員(西

船渡)から、犯

罪に巻き込まれないための５箇条「つ・み・き・

お・に」について指導があったのに対し、６年生

の小林桃さんが児童を代表してあいさつ。「毎日、

友達のおじいちゃんが『おはよう』『お帰り』の

声をかけてくれるので、安心して登下校していま

す。見守り隊のみなさん、これからもよろしくお

願いします。」と元気に応えました。

　その後、地区ごとに分

かれて、児童とたすきを

掛けた見守り隊員が互い

に自己紹介を行い、顔や

名前などを確認しました。

「つ・み・き・お・に」
・ついていかない
・みんなと一緒に遊ぶ
・きちんと知らせる
・大声で助けを呼ぶ
・にげる
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満
開
の
「
ヒ
メ
サ
ユ
リ
の
花
壇
」
が
、
役
場

玄
関
ロ
ビ
ー
に
突
然
出
現
し
た
の
が
、
衣
替
え

初
日
、
六
月
二
日
、
夕
刻
。
階
段
を
降
り
一
階

町
長
室
に
向
か
う
途
中
、
玄
関
ロ
ビ
ー
付
近
で

な
に
や
ら
思
案
気
に
取
り
囲
み
、
同
一
方
向
を

見
つ
め
る
数
名
の
集
団
が
あ
り
ま
し
た
。
政
策

推
進
課
と
産
業
振
興
課
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
見
つ
め
る
先
に
あ
っ
た
の
が
、
前

述
の
、
ま
る
で
「
花
壇
」
を
思
わ
せ
る
、
通
常

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
心
か
ら
歓
迎
し
、
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

何
で
も
そ
う
で
す
が
、
人
の
行
い
の
後
に
は
、

そ
の
人
の
気
持
ち
の
跡
が
漂
い
残
さ
れ
ま
す
。

役
場
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
、

気
持
ち
よ
く
、
そ
し
て
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

と
、
心
を
こ
め
た
こ
れ
ら
職
員
の
行
動
が
、

「
ヒ
メ
サ
ユ
リ
の
お
も
て
な
し
」
と
い
う
形
に

な
っ
て
現
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

少
し
の
工
夫
と
思
い
や
り
。
こ
の
こ
と
が
ど

ん
な
に
周
り
の
人
々
の
心
を
和
ま
せ
、
癒
し
て

の
倍
以
上
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
「
ヒ
メ
サ

ユ
リ
」
の
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
で
し
た
。

　

政
策
推
進
課
の
職
員
が
、
あ
る
町
民
の
方
を

訪
ね
た
折
に
、
山
の
よ
う
に
咲
き
誇
る
ヒ
メ
サ

ユ
リ
の
一
群
に
感
動
。

役
場
に
戻
り
産
業
振

興
課
の
職
員
に
話
し

た
と
こ
ろ
、
さ
っ
そ
く
そ
の
方
の
お
宅
に
出
向

き
、
立
派
な
ヒ
メ
サ
ユ
リ
の
一
群
を
、
お
借
り

し
て
き
た
と
の
事
で
し
た
。

　

独
特
な
甘
美
な
香
り
を
一
帯
に
漂
わ
せ
、
役

場
玄
関
ロ
ビ
ー
で
愛
ら
し
い
ピ
ン
ク
の
花
々
が
、

く
れ
る
こ
と
か
。

　

そ
れ
は
些
細
な
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
た
び
の
こ
れ
ら
職
員
の
「
ヒ
メ
サ
ユ
リ
の

お
も
て
な
し
」
の
心
に
、
私
は
深
く
感
動
し
、

見
渡
せ
ば
そ
う
し
た
同
じ
気
持
ち
で
仕
事
に
励

ん
で
い
る
多
く
の
職
員
の
姿
を
見
る
に
つ
け
、

こ
れ
ら
職
員
と
一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
、

あ
ら
た
め
て
誇
り
に
思
っ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

（
※
14
頁
に
関
連
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

ヒ
メ
サ
ユ
リ
の
お
も
て
な
し

（33）

「春の叙勲・褒章」　喜びの声役
場
玄
関
を
飾
る
見
事
な
ヒ
メ
サ
ユ
リ

何
事
も
少
し
の
工
夫
と
思
い
や
り
が
大
切

鈴
木
ツ
カ
氏
（
西
船
渡
）
に
瑞ず
い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う 

30
年
に
わ
た
り
、
毎
日
朝
晩
最
上
川
の
水
位
を
観
測　

　

鈴
木
氏
の
仕
事
は
自
宅
脇
を

流
れ
る
最
上
川
の
水
位
観
測
。

国
交
省
が
設
置
し
た
水
位
計
の

目
盛
り
を
毎
日
朝
晩
観
測
し
、

さ
ら
に
指
定
水
位
（
水
か
さ
が

増
し
、
水
防
の
活
動
基
準
と
な

る
水
位
）
で
あ
る
13
ｍ
を
超
え

た
ら
、
関
係
機
関
に
連
絡
す
る

と
い
う
の
が
そ
の
内
容
で
し
た
。

４
年
前
の
自
動
計
測
器
導
入
ま

で
の
約
30
年
に
わ
た
っ
て
長
年

観
測
を
続
け
、
そ
れ
に
よ
る
治

水
事
業
推
進
へ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

「
生
活
の
一
部
と
い
う
感
じ
で
、

特
に
苦
労
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
、
時
に
は
家
族
や
近

所
の
方
の
手
助
け
を
借
り
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
た
い
で
す
」
と
受
章
の
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。

※用語の解説①…叙勲
　国家または社会に対する功
労者を対象に国が旭日章また
は瑞宝章のいずれかを毎年春
と秋に授与すること。
「瑞宝章」は公共的業務に長
年従事してきた人が対象とな
る。それぞれ、大綬章・重光
章・中綬章・小綬章・双光
章・単光章と６段階に区分。

川
村
新
一
氏
（
大
谷
二
）
に
藍ら
ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
う 

明
る
く
正
し
い
選
挙
の
推
進
に
尽
力　

　

川
村
氏
は
昭
和
62
年
４
月
に

「
朝
日
町
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
」
副
会
長
に
就
任
。
そ
の

後
平
成
４
年
４
月
か
ら
は
同
会

長
に
就
任
。
現
在
ま
で
21
年
間

に
わ
た
る
「
明
る
く
正
し
い
選

挙
」
推
進
へ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
様
々
な
活
動
で
有

権
者
一
人
ひ
と
り
の
政
治
意
識

の
高
揚
に
貢
献
。
そ
の
地
道
な

活
動
が
町
全
体
の
高
い
投
票
率

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
知
事
よ
り
伝
達
を
受
け
、
感

激
し
た
と
と
も
に
、
身
に
余
る

光
栄
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
も
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
指
導

が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
。
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

と
受
章
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

※用語の解説②…褒章
奇特行為者を表彰するために
栄典として授与する褒章の記
章。以下の６種。
・紅綬…人命救助
・緑綬…徳行卓越
・藍綬…公益・教育など
・紺綬…公益のための
　　　　私財寄付
・黄綬…業務精励
・紫綬…文化功労

りんごアドバイザーに井澤壽一氏を委嘱
　基幹産業である「りんご産業」の維
持発展を行うための指導・助言を受け
ることを目的に、井澤壽一さん(夏草)
を「朝日町りんごアドバイザー」とし
て委嘱いたしました。
　井澤さんからは、新品種の振興や輸
出等の販売など様々な面での指導・助
言をお願いすることとなります。
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　町の歴史や文化・自然を歩いて散策することで、地域のすばら
しさを発見し、子供たちの豊な心を育む活動を行っている「歩こ
う！ふしぎ発見隊」。本年度１回目の開催となった５月₁₁日は、
杉山地内に自生するミズバショウを見に行きました。
　親子、友達同士など₃₀人余りが参加。旧杉山分校跡地を出発し
た後、目的地まで３．６キロ、１時間半の距離を、草花で遊びな
がら楽しく歩き、美しいミズバショウを観賞しました。

最近少なくなった「ハセ」が残っていました

杉山へミズバショウを見に行こう
（５⊘11　歩こう！ふしぎ発見隊）

杉山のミズバショウ

熊のウンチ見ぃつけた！

サイヅチ峰(ビュースポット)から朝日連峰をながめよう
（５⊘17　朝日ナチュラリストクラブ）

　身のまわりの自然や文化に目を向け、ふ
るさとの自然や文化に興味を持つような活
動を行っている朝日ナチュラリストクラブ。
　５月₁₇日は₁₂人の参加のもと、朝日連峰
の美しい山並みを見ようと「サイヅチ峰」
へ向かいました。しかし、途中、「ササや
ぶ」が生い茂っていて道がなくなり、やむ
なく断念。急きょ目的地を朝日連峰ビュー
スポットに変更しました。当初の目的地で
はないものの、雄大な朝日連峰を望みなが
ら、昼食を楽しみました。

このタラの芽は伸びすぎかな

山菜も発見！

みんなでビュースポット到着！バンザーイ
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　さわやかな晴天が続いた５月半ば、町内いたるところで、子どもたちを対象に
した自然体験教室が開催されました。
　どの体験教室も、地域のボランティアが企画・運営するもので、日常の生活の
中ではなかなか経験することができないことばかり。たくさん歩いた結果、疲れ
もありましたが、それ以上の体験・収穫もあり、参加した子供たちの表情は満足
感でいっぱいの様子でした。

　大谷小学区の子どもたちに様々な自然体
験の場を提供しているドキドキ探検隊の
「山菜採り」が５月₁₇日開催され、₁₃人の
子供たちが参加しました。
　朝日連峰が一望できるところで車を降り、
そこから歩いてポイントへ。背丈よりもず
いぶん高いやぶの中、悪戦苦闘しながらタ
ケノコを採取し、２時間ほどでカゴいっぱ
いになりました。
　この後、子どもたちが採ったタケノコに、
ウド・ウルイ・ミズ・ワラビなどを入れた
具だくさんの山菜汁がその場で調理され、
参加者はおいしく味わいました。

新緑の季節を楽しむ

山菜採りに出かけよう（５⊘17　ドキドキ探検隊）

こんなに長いのも採れたよ！
ボクは数で勝負だ！

いざ竹やぶの中へ突入！

ドキドキ探検隊の企画・運営を

行う｢達人倶楽部｣の方々が引率

採れたての味は格別！

採れたての山菜をふんだんに使った山菜汁はいかが！
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まちの話題
中体連直前！応援練習町スポ少交歓・交流会

講談社おはなしキャラバン隊がふたば保育園を訪問
（５月28日／ふたば保育園）

　５月28日｢講談社おはなしキャラバン隊｣のキャ

ラバンカーがふたば保育園を訪れ、園児らが車内

の絵本を自由に楽しみました。

　このキャラバンカー事業は、書籍出版の講談社

が創業90周年事業として平成11年に開始したもの。

550冊の絵本を積んだ

車両が１ヵ月ごとに各

都道府県を移動し、全

国各地の幼稚園、保育

園、学校図書館、公民

館等を巡回。それぞれ

の地域ボランティアの

協力を得ながら、子ど

もたちに本や読書に親

しむきっかけを提供し

ています。

　春の温かな天候に恵

まれたこの日。山形県を訪問している５月では通

算28ヵ所目の施設となったふたば保育園。車両が

到着すると、園児らは夢いっぱいのデザインに大

喜び。おはなし会「ぶなの実」の皆さんによるサ

ポートのもと、自分が気に入った絵本を何度も本

を選んでは読み、楽しい時間を過ごしました。

大好きな絵本を自由に楽しむ

旧立木小前バス停「織り合の場　あい初め」
（６月７日／立木あとりえマサト【旧立木小】）

　６月７日、旧立木小で｢織り合いの場 あい初

め」と題したイベントが開催され、地元立木区の

方々や東北芸術工科大の学生ら約100人が初夏の

ひとときを楽しみました。

　昨年の７月に同大学の学生を対象に開催された

「旧立木小前バス停まち合いの場デザインコンペ

ティション」。そこで最優秀賞に輝いた作品「織

り合いの場」が約１年間の製作期間を経てようや

く完成し、この日初めて設置・公開されました。

この作品は、長岡産業（太郎一）で製材された杉

を用い、山形市の「家具工房モク」で製作。校舎

入口の２本の柱を軸にし、テーブルとベンチが使

い手の用途に合わせて自由に動かせるのが特徴で

す。考案者の上田佑樹さん（当時環境デザイン学

科４年生／京都市出身）は「設置される場所が元

小学校。そうした意味で、ただ人が座るだけの機

能ではなく、地域にとって大切な場所になってほ

しいですね」と語りました。

　午後にはこの新しいベンチを使って野外のミニ

コンサートを開催。山形や仙台を拠点に活動する

４人組ユニット「のどのど」の皆さんがジャズや

なつかしの歌謡曲など幅広いジャンルの音楽を披

露しました。地元立木区から訪れた、あるお年寄

り女性は「立木はお年寄りがたくさんいるので、

お茶のみ場として

みんなに愛される

場所になればいい

ですね」と語って

いました。

立木の空に響き渡る美しいメロディー
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空気まつり
　（６月５・７・８日／空気神社周辺）

ひめさゆりまつり
（６月７日／能中一本松公園）

　（椹平の）棚田保全会の活動とひめさゆりまつ

りが能中・一本松公園で６月７日行われました。

　今年で３年目を迎えた棚田保全会（志藤勝幸会

長）。その活動は夏の草刈り、秋の収穫など年間

６回ほどの予定となっており、この日は棚田の道

路・水路の草刈り、一本松公園と展望台の整備作

業を実施。区民と町内外の保全隊員の約60人が爽

やかな汗を流し

ました。

　作業終了後は、

ヒメサユリが咲

き誇る一本松公

園でひめさゆり

まつりを開催。

今年で４回目を

迎えたこのまつりに

は区民・棚田保全隊

員に加え、ひめさゆ

り愛好会などの棚田

関係者やヒメサユリ

を見学に訪れた一般

の方など約120名が

参加。棚田で収穫された米を使ったおにぎり・笹

巻きや地元で採れた山菜を使った山菜汁など、元

気クラブ・婦人会・棚田ママの会の皆さんが３日

前から準備してくれた料理がふるまわれました。

　一本松公園からの棚田の眺めを楽しみながら、

楽しいひとときを過ごした参加者は「例年は平日

にヒメサユリを見に来ていたんだけど、今年はイ

ベントがあると聞いて本日来てみました。おいし

くごちそうになりました」「天気も良く風もあり

最高。また参加したいです」と語ってくれました。

棚田とヒメサユリを一度に楽しむ

　６月５日（空気の日）と７日、８日の

３日間、空気まつりが開催されました。

　地球温暖化など、環境問題に対する関

心が年々高まる中、世界環境デーでもあ

る５日（空気の日）には、多くのマスコ

ミが取材に訪れるなど、３日間で2,000

人を超える多くの人々が楽しみました。

一般公開された神社本殿には、油煙が出

ない環境にやさしい「蜜ろうそく」が灯

され、参拝者をやさしく照らしていまし

た。また、今年は、自然に親しむことで、

空気に対する感謝の気持ちを育んでもら

おうと、子供たちを対象にした「ネイチ

ャーゲーム（講師：長岡信悦氏）」をは

じめて開催。保護者を含めて15人の参加

者が自然の中での遊びを学びました。参

加した岡崎祐
たすく

くん（西町）は「僕の住む

朝日町は緑がいっぱいで大好きです」と

目を輝かせていました。

空気と自然に感謝

西五百川小すもう大会
　（６月７日／西五百川小学校）

　西五百川小学校のすもう大会が

６月７日開催され、熱戦が繰り広

げられました。

　およそ70年前から開催されてい

るという伝統ある大会。学年別に

西方・東方に別れた団体戦と個人

戦が行われました。

　５・６年生の男子は上半身裸に

まわしを付けた本格的なスタイル。

試合の内容も真剣そのもので、周

囲を大いににぎわせていました。

ちびっ子力士の奮闘に歓喜の声

人権の花運動
　（５月14日／大谷小学校）

　山形人権啓発活動地域ネットワーク協議会が主催する

「人権の花」植栽活動が５月14日大谷小学校にて行われま

した。

　はじめに町人権擁護委員の方が

あいさつ。「花を植えよう」とい

う詩が朗読され、花を育てること

を通して、命や他人への思いやり

の大切さが伝えられました。その

後５・６年生が作業にあたり、ベ

ゴニアやガザニアなどの花を一株

一株ていねいに植栽しました。

花を育てることで命の大切さを伝える
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■
第
10
回
朝
日
町
長
杯
争
奪
町
民
ゴ
ル
フ

大
会(

５
月
25
日
／
大
石
田
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
／
参
加
者
61
人)

①
大
波
正
広(

大
町)

②
小
林
道
和(

前
田

沢)

③
海
野
英
俊(

西
船
渡)

④
渋
谷
武
雄(

元
町)

⑤
長
岡
勉(

前
田
沢)

⑥
鈴
木
孝(

元

町)■
第
31
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
６
月
８
日
／
Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ
自
然
観 

グ

ラ

ウ

ン

ド

・

ゴ

ル

フ

場

参

加

者

数 

１
０
５
人
）

【
男
子
】
①
稲
村
重
雄(

夏
草)

②
村
山
昭

榮(

太
郎
一)

③
小
原
安
夫(

西
町)

④
阿
部

康
夫(

大
谷
五)

⑤
村
山
久
一(

太
郎
一)

⑥

白
田
詔
夫(

大
谷
五)

【
女
子
】
①
村
山
ク
ニ
ヨ(

太
郎
一)

②
長

岡
珠
子(

太
郎
二)

③
五
十
嵐
ユ
キ
子(

舟

渡)

④
鈴
木
た
か(

西
町)

⑤
志
藤
尚
子(

栗

木
沢)

⑥
若
松
久
子(

西
町)

■
第
18
回
朝
日
自
然
観
杯
ア
ッ
プ
ル
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
（
５
月
26
日

～
27
日
／
Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ
自
然
観 

グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
）

【
個
人
の
部(

参
加
…
１
３
５
人)

】

①
村
山
ク
ニ
ヨ(

太
郎
一)

②
芦
野
岩
夫 

(

村
山
市)

③
菅
昌
昭

(

村
山
市)

【
団
体
の
部(

参
加
…

35
チ
ー
ム)

】
①
村
山

Ｇ
Ｇ
躍
進
部
Ａ(

村

山
市)

②
太
郎
さ
わ

や
か
睦
会
Ｂ(

朝
日

町)

③
大
石
田
Ｇ
Ｇ

愛
好
会(

大
石
田
町)

　

水
無
月
の
芒ぼ

う

種し
ゅ

も
暦
は
進
み
、
山や

ま

々や
ま

森も
り

林
は
や
し

の
緑
は

ま
ぶ
し
い
。
大
気
の
潤
い
が
木
の
葉
一
枚
々
の
先
端
、

梢
の
先
ま
で
あ
ふ
れ
て
、
若
葉
の
空
気
が
お
い
し
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　

記
録
破
り
の
猛
暑
の
翌
年
。
あ
の
昭
和
９
年
は
大
凶

作
だ
っ
た
と
。
カ
ッ
コ
ウ
、
カ
ッ
コ
ウ
の
鳴
き
声
は
ま

だ
か
な
…
、
と
こ
の
頃
の
変
な
気
候
を
案
ず
る
、
堀
敬

太
郎
会
長
の
語
り
口
は
淡
々
と
し
て
穏
や
か
で
し
た
。

　
　

地
域
に
根
ざ
し
、
宝
を
発
見
し
て

　

私
た
ち
の
会
は
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
と
か
仕
事
の

延
長
で
興
味
を
持
っ
た
り
、
少
々
好
奇
心
が
旺
盛
な
仲

間
の
集
ま
り
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。
気
が
つ
い
た

ら
、
も
う
結
成
９
年
で
す
。

　
　

わ
た
し
達
の
役
わ
り
、
喜
び

　

発
足
当
初
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
観
光
案
内
人
の
会

と
い
う
性
格
も
強
か
っ
た
で
す
が
、
町
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
協
会
の
め
ざ
す
「
町
、
村
、
地
域
の
宝
（
自

然
、
歴
史
遺
産
、
建
造
物
、
技
術
な
ど
）
の
発
掘
と
私

た
ち
の
生
活
の
向
上
、
暮
ら
し
の
楽
し
み
方

の
提
供
」
と
い
う
考
え
方
に
沿
っ
て
、
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
会
則
第
２
条
（
目
的
）

に
「
こ
の
会
は
、
朝
日
町
の
自
然
や
文
化
、

サ
テ
ラ
イ
ト
の
遺
産
や
資
源
な
ど
に
つ
い
て

案
内
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
と
と
も
に
、

観
光
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
…
。
」
と
あ

り
、
今
人
気
の
「
椹
平
の
棚
田
、
一
本
松
公

園
の
ヒ
メ
サ
ユ
リ
」
や
「
旧
三
中
分
校
」

「
新
宿
の
お
薬
師
様
」
、
昨
年
の
「
明
鏡
橋

を
見
に
行
こ
う
」
な
ど
は
、
そ
の
地
に
住
ん

で
お
ら
れ
る
方
に
講
師
役
を
願
い
、
案
内
を

乞
う
形
に
な
り
ま
す
。
前
も
っ
て
の
ご
相
談

や
日
程
調
整
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

見
に
・
関
心
を
持
っ
て
訪
れ
て
く
れ
た
こ

と
に
感
謝
さ
れ
、
新
た
な
出
会
い
で
和
ま
れ

る
表
情
に
、
（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

の
）
リ
ッ
チ
な
気
分
が
と
て
も
生(

い)

け
ま
す
。

　
　

見
に
い
き
ま
せ
ん
か
、
体
験
し
ま
せ
ん
か

　

本
会
の
何
気
な
い
よ
う
な
活
動
に
は
ま
っ
て
ち
ょ
い

4

4

4

験4

し
て
見
ま
せ
ん
か
。
母
体
で
あ
る
協
会
の
「
五
百
川

峡
谷
（
魅
力
探
訪
編
）
」
は
い
よ
い
よ
佳
境
の
年
に
な

り
そ
う
で
す
。

　

道
先
案
内
だ
け
を
求
め
る
近
隣
町
村
の
方
も
お
ら
れ

る
し
、
例
え
ば
、
朝
日
川
で
は
釣
っ
た
雑
魚(

ざ
っ
こ)

の
串
焼
き
や
山
菜
の
茹
で
方
な
ど
、
野や

趣し
ゅ

通つ
う

の
勘
が
あ

れ
ば
何
と
か
な
り
、
一
緒
に
楽
し
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

会
員
研
修
も
あ
り
、
心
技
の
向
上
も
気
軽
で
す
。
ぜ
ひ

一
緒
に
案
内
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　

町
の
新
た
な
魅
力
へ
出
会
い
に

◆
案
内
の
ご
相
談
…
案
内
人
の
会
事
務
局
へ

　

創
遊
館
内
エ
コ
ル
ー
ム
内　

☎
67-

２
１
２
８

◆
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
会
の
活
動
全
般
は
こ
ち
ら

　

朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
12.ocn.ne.jp/~a-ecom

/

各
種
大
会
の
成
績

朝日町エコミュージアム案内人の会

代表　堀　敬太郎さん（大谷一)
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　比較的若い年齢で結婚された

白田さんご夫妻。結婚後の数年

間、町外で暮らしていましたが、

家業の建築業を継ぐため、６年

前朝日町に戻ってきました。

　二人の子供もわんぱく盛りの

ご家族。お出かけは、もっぱら

「目的のないドライブ」が多いとのこと。昨年の夏も、ある日

何気なくドライブに出たところ、子どもたちの「海に行きた

い」という突然のリクエスト。それに応え、庄内浜へ行きまし

たが、もちろん水着の用意もありません。結局、子供たちと健

太郎さんがずぶ濡れになりながら浜辺で遊んだのが何よりの思

い出だそうです。

　また、「最近のちょっとしたこだわりは自転車」と語る健太

郎さん。「子供たちとほぼ毎日、近所に自転車乗りに出かけて

います。この間は翔也を乗せて宮宿までダチョウを見に行きま

した」と語ります。そんな様子を見て、恵さんは「とにかくお

父さんがいると『うれしい』というのがすごくわかります。そ

ういった子供たちの何気ない笑顔に何よりの幸せを感じますね。

日常のちょっとした幸せをこれからも大切にしていきたいです

ね」と語ってくれました。

▼サウスポイント／よしもとばなな　▼あ
やぽん／新野剛志　▼恋する力／藤本ひと
み　▼産業医が消える前に／森田豊　▼地
域切り捨て／金子勝　▼共同研究団塊の世
代とは何か／佐伯啓思　▼世界をよくする
簡単な100の方法／斎藤槙　▼Ｂ型自分の
説明書／Ｊａｍａｉｓ　▼ドリームバスター４
／宮部みゆき　▼なげださない／鎌田實　
▼走ル／羽田圭介　▼モーニング／小路幸
也　▼裏千家茶道茶席の会話／阿部宗正　
▼平成大家族／中島京子　▼壁抜け男の謎
／有栖川有栖、だいにっほん　▼ろりりべ
しんでけ録／笙野頼子　▼りすん／諏訪哲
史　▼この世の全部を敵に回して／白石一
文　▼カルトローレ／長野まゆみ　▼遊女
(ゆめ)のあと／諸田玲子　▼人類が消え
た世界／アラン・ワイズマン　▼こうふく
あかの／西加奈子　▼枕女優／新堂冬樹　
▼やさしいため息／青山七恵　▼いすゞ鳴
る／山本一力　▼ファイヤー・フライ／高
嶋哲夫　▼レンタル・チルドレン／山田悠
介　▼楊令伝５／北方謙三　▼こんなツレ
でゴメンナサイ／望月昭　▼虚夢／薬丸岳

町
立
図
書
館
お
す
す
め

今
月
話
題
の
本

２
０
０
８
年
本
屋
大
賞
受
賞

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ラ
ン
バ
ー
」

伊
坂　

幸
太
郎　

著

　

俺
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
？
一

体
何
が
起
こ
っ
て
い
る
？
首
相
暗
殺

の
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
た
男
は
国
家

的
陰
謀
か
ら
逃
げ
切
れ
る
の
か
。
精

緻
極
ま
る
伏
線
、
忘
れ
が
た
い
会
話
。

伊
坂
幸
太
郎
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
濃
密

に
ち
り
ば
め
た
書
き
下
ろ
し
長
編
。

「
猛
女
と
よ
ば
れ
た
淑
女
」

斎
藤　

由
香　

著

　

大
病
院
の
お
嬢
様
と
し
て
乳
母
日

傘
で
育
ち
、
９
歳
で
齋
藤
茂
吉
と
婚

約
。
明
治
女
の
気
骨
を
も
っ
て
関
東

大
震
災
な
ど
の
困
難
を
毅
然
と
乗
り

越
え
、
な
ん
と
世
界
１
０
８
ケ
国
を

旅
し
た
齋
藤
輝
子
の
生
涯
を
孫
娘
が

綴
る
傑
作
評
伝
。

栗木沢
　白田 健太郎 さん
　　 　　恵　 さん

　　　　凌
りょう

 士
じ

 くん

　　　　翔
しょう

 也
や

 くん
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みなさんからのおたよりでつくるコーナーです。

　町に対する意見や要望、提案みなさんの周りでの出来事や話題
　日頃感じていること、イラスト、質問などお待ちしています。

　■あて先／〒990－1442　朝日町大字宮宿1115番地
　　　　　　　　　　　　　朝日町役場 政策推進課 地域情報係
　　　　　　　　　　　（電話：67－2112　ﾌｧｯｸｽ：67－2117）
　■Ｅ メ ー ル／inform＠town.asahi.yamagata.jp
　■Ｕ　Ｒ　Ｌ／http://www.town.asahi.yamagata.jp
　■携帯サイト／http://www.town.asahi.yamagata.jp

【５年男子】

▼100ｍ①安藤良介(宮)②佐竹智康(西)③海野静哉(西)

▼70mH①佐藤慎晃(宮)②濱田稜十(大)③吉田拓朗(宮)

▼1000ｍ①安藤良介(宮)②佐竹智康(西)③菊地将仁(大)

▼走幅跳①阿部聖弥(西)②村山昴平(西)③遠藤海斗(大)

▼走高跳①海野静哉(西)②村山諒真(宮)③志藤凌央(大)

【５年女子】

▼100ｍ①菅井里咲(宮)②伊藤華(宮)②白田彩華(大)

▼70mH①東海林まなみ(大)②朽木瑠佳(西)③鈴木彩華(西)

▼800ｍ①清水ありさ(宮)②長岡未紗(大)③阿部詩織(宮)

▼走幅跳①齋藤早紀(宮)②白田唯(大)③堀茜音(大)

▼走高跳①菅井里咲(宮)②長岡留未(西)③布施幸喜(宮)

【６年男子】

▼100ｍ①田川翔平(西)②樋口諒(宮)③伊藤太樹(宮)

▼70ｍH①樋口諒(宮)②白田知也(大)③遠藤幸志郎(大)

▼1000ｍ①白田和希(大)②田川翔平(西)③長岡拓哉(宮)

▼走幅跳①茨木達也(宮)②菅井蓮(大)③志藤洋一(大)

▼走高跳①伊藤太樹(宮)②鈴木健太(宮)③齊藤悠飛(西)

町小体連陸上記録会（５月17日／西五百川小グラウンド）

町民の

　声

【６年女子】

▼100ｍ①小林桃(西)②鈴木翔子(大)③阿部愛衣(大)　　

▼70mH①阿部愛衣(大)②松田ほずみ(大)③白川恋(西)

▼800ｍ①白田恵里華(大)②阿部真琴(西)③菅井麻里(宮)

▼走幅跳①安藤絵里香(宮)②小林桃(西)③菊地咲良(大)

▼走高跳①柴田杏奈(宮)②長岡帆乃佳(宮)③浅岡美穂(宮)

【400ｍリレー】

▼男子

①宮宿Ａ(鈴木健太・伊藤太樹・

安藤良介・樋口諒)

②西小Ａ(田川翔平・佐竹智康・

海野静哉・白川直樹)

③宮宿Ｂ(安藤力哉・白田佑太・

深澤龍観・茨木達也)

▼女子

①大谷Ａ(阿部愛衣・松田ほずみ・五十嵐優衣・白田恵里華)

②宮宿Ａ(安藤絵里香・今野希・佐藤花菜・柴田杏奈)

③西小Ａ(小林桃・阿部真琴・白川恋・佐藤千華)

読
み
終
わ
っ
た
本
を
処
分
す
る

の
に
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に

持
っ
て
い
く
人
も
い
ま
す
が
、
町
立

図
書
館
に
持
っ
て
い
っ
て
、
必
要
な

も
の
を
選
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、(

蔵
書
が)

も
っ
と
増
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
る
町
で
は
相
当
な
数
が
集
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
も
っ
と
本
を
活

用
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。　
　

【
無
記
名
】

図
書
館
の
活
用
に
つ
い
て
、
心

に
か
け
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
立
図
書
館
で

は
、
現
在
も
す
で

に
ご
指
摘
の
対
応

を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
お
持
ち
込
み

い
た
だ
い
た
本
の

中
か
ら
必
要
な
本

を
選
ば
せ
て
い
た

だ
き
、
他
の
も
の

は
持
ち
帰
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
す
べ
て
引
き

取
る
の
は
難
し
い
状
況
で
す
の
で
、

今
後
も
同
様
の
対
応
を
し
て
い
く
考

え
で
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
町
立
図
書
館(

教
育
文
化
課)

】

問 家
庭
の
不
要
な
本　

図
書
館

で
収
集
し
て
み
て
は

答

見事なヒメサユリが役場玄関ロビーに

　通常の２倍以上もあろうかと
いう大きなフラワーポットに育
つ、見事なヒメサユリの群生。
ある町民の方が自宅で丹精込め
て育てられたもので、６月２日
から役場玄関ロビーで来庁者を

出迎えています。
　美しいピンクの花々はもちろ
ん、独特の香りを漂わせるヒメ
サユリ。多くの方々が足を止め、
町の花としての魅力を再確認し
ました。
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戸籍の
まど

平成20年(2008年)　

■５月１日～５月3１日届出

すこやかに

おしあわせに

やすらかに

●平成20年５月31日現在
　　人　口　8,438人(減12人)
　　　　男　4,167人(減７人)
　　　　女　4,271人(減５人)
　　世帯数　2,545戸(増２戸)

(　)内 前月比

区　名　　出生児氏名　 性別　　保護者名 　

栄　町　阿　部　斗
とう

　舞
ま

　男　貴　幸・美　世

助ノ巻　鈴　木　　　綾
あや

　女　豊　和・映　未

西　町　渡　邉　知
ち

　奈
な

　女　吉　則・康　子

大谷六　志　藤　　　翼
つばさ

　男　敏　明・まゆみ

八ツ沼　小　松　蒼
そう

　介
すけ

　男　洋　介・沙緒里

大谷六　白　井　悠
はる

　香
か

　女　　充　・由利子

区　名　　　死亡者氏名　　　世帯主名

松　原　　長　岡　り　き　　 本　人
助ノ巻　　菅　原　　　功　　 マサヨ
常　盤　　長　岡　貞　雄　　 弘　毅
ふれあい荘　　佐　藤　もりゑ　　 本　人
太郎三　　長　岡　光　子　　 正　昭
常　盤　　阿　部　をみち　　 正　敏
助ノ巻　　鈴　木　信　一　　 俊　身
元　町　　鈴　木　政　美　　 次　男
明鏡荘　　大　場　進三郎　　 本　人
大　沼　　白　田　ひてよ　　 文　男

渡　邉　秀　幸
（宇津野）

宮　坂　寿　子
(山形市)

人口と世帯数

阿　部　賢　慈
（今　平）

遠　藤　　　朋
(山辺町)

きょうの健康・あしたの健康
麻しん(はしか)・風しん(ＭＲ)の予防接種が変わりました。
平成20年度から24年度までの５年間、
定期の予防接種対象者が追加されます

　麻しん（はしか)は、感染力が高く、まれに肺炎や脳炎な
どの重い合併症をおこすことも知られている病気です。平
成19年、関東地方を中心に10代及び20代で、麻しんの流行
がありましたが、このことを契機に、２回目の予防接種を

受ける機会を設けることとなりました。
１回の予防接種で免疫がつかなかったり、
時間の経過とともに免疫が弱くなってい
る子どもたちに抗体をつけるためです。
　併せて、風しんについても２回目の予

防接種を受け、その予防を図ることとなりました。感染力
や重症化の点では麻しんほどではないものの、妊婦が妊娠
初期に風しんに感染した場合、その胎児に悪影響を及ぼす
可能性もあるためです。

　そのため、平成18年から実施している第１期・第２期に
加えて、５年間の期限付きで、第３期・第４期が新たに定
期の予防接種の対象に追加されました。

■対象者・・・対象者には個人通知しています
　　　第１期：生後１２か月～生後２４か月未満児
　　　第２期：小学校入学前の１年間にある児（年長児）
　　　第３期：中学校１年生相当
　　　第４期：高校３年生相当

　各年齢の対象者は、対象年齢が過ぎると、定期接種とし
て予防接種をうけることができません。対象年齢外の方は、
任意接種（自己負担）で接種することができます。麻しん
は春から夏にかけて流行しやすいので、できるだけ早めに
予防接種を受けましょう。

問合せ：健康福祉課　健康推進係
　　　　☎６７-２１３２

■健康福祉課よりお知らせ
　外線電話番号が３本になりました。
　直通電話をどうぞご利用ください。

・福祉係、地域包括支援センター　☎６７－２１５６
　（介護保険・障害者福祉・高齢者福祉）

・子育て支援係、保険給付係　　　☎６７－２１１６
　（保育園・児童手当・身乳母医療証・
　　国民健康保険・後期高齢者医療）

・健康推進係　　　　　　　　　　☎６７－２１３２
　（各種健康診査・母子保健）

【お詫びと訂正】

広報あさひまち５月号４頁「栗木沢区
村社祭礼」の記事の中に「大谷第五区
子供神輿」という表記がありましたが、
正しくは「大谷風神子供神輿」の誤り
でした。お詫びして訂正いたします。




